
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役 職 氏  名 集 落 役 職 氏  名 集 落 

あんしん生活部会 会 長 菅原 維範 尾 立 

部会長 河野 洋一 楢 本 

副会長 

◎吉村 耕一  尾 立 

副部会長 相原 裕 五郎丸 大坪 一郎 六郎丸 

事務局 帯刀 寛次 東椎屋 田口 憲司 尾 立 

女 性 部 会 佐藤 勝 津小校長 

部会長 梶原 貴和子 尾 立 顧 問 ◎河野 洋一 楢 本 

副部会長 藤田 弘子 中 間 
監 事 

井福 豊年 松 本 

事務局 荷宮 みち恵 松 本 永田 雅春 楢 本 

自主防災部会 
事務局 

岡 喜久夫 楢 本 

部会長 佐藤 浩一 五郎丸 井福 英寿 松 本 

副部会長 遠嶋 洋司 川 崎 ふるさと振興部会 

事務局 岩男 博之 楢 本 部会長 小野 清一 丸 田 

自治会代表 副部会長 ◎吉田 正一 五郎丸 

北 部 ◎永田 雅春 楢 本 事務局 福田 利文 楢 本 

中 央 渡辺 政夫 中 間 ふれあい教育部会 

南 部 ◎江藤 清次 萱 籠 部会長 山崎 哲秀 板 場 

西 部 裏 章司 板 場 副部会長 濱野 俊久 六郎丸 

◎ 印 太字氏名：新 任 事務局 山本 哲也 萱 籠 

深見地区の富貴の滝と隔年開催となる東椎屋の滝開き・安全祈願祭、

ことしは開催年に当り、去る６月８日（土）の１０時から滝つぼ近くの

会場で催行されました。 

（主催は市観光協会主体の実行委員会、当協議会が共催の形です） 

山伏による祈願祭と来賓各位による玉串奉奠の神事に続き、恒例とな

った津房小学校全児童による合唱の余興、天にも届きそうな護摩炊きと

火渡りなどの一連の行事が続き、イベントは盛り上がりました。 

特に、津房小学校全児童による校歌を含めた４曲の合唱が滝音に負けず

響きわたり、今回も参加者全員に感銘を与える余興となりました。 

市長、県議、市議会議長と旧安心院町選出の３議員などの来賓のほか、

地区内外からの一般参加者や遠路来訪の写真マニアなど、総勢１２0人

あまりの参加者で賑わいました。   

（当地区からの玉串奉奠者は、区長会会長、東椎屋区長、津房駐在、

津房小学校長、当協議会会長の各氏でした） 

糸
長
好
則
さ
ん
（
萱
籠
）
の
ご
勇
退
に
伴
い
、

副
部
会
長
の
小
野
清
一
さ
ん
が
部
会
長
に
昇

任
、
そ
の
後
任
と
し
て
吉
田
正
一
さ
ん
に
新
た

に
就
任
願
い
ま
す
。 

糸
長
氏
の
永
年
の
ご
活
躍
を
本
稿
に
て
讃
え

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

な
お
、
昨
年
４
月
の
市
議
会
選
挙
に
お
い
て

当
地
区
か
ら
議
員
選
出
が
成
っ
た
こ
と
か
ら
、 

他
地
区
で
の
例
と
当
協
議
会
規
約
に
照
ら
し

合
わ
せ
、
河
野
洋
一
議
員
に
「
顧
問
」
と
し
て

就
任
頂
き
ま
す
。 

山伏姿で法螺貝吹き 

～心かよい 人が輝く ふるさと つぶさ～ 

去
る
５
月
24
日
の
夜
、
当
協
議
会
の
令
和
６
年
度

定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
と
結

果
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。 

○
全
代
議
員
55
名
の
う
ち
出
席
者
41
名
、
委
任
状 

3
名
、
欠
席
者
11
名
、
会
議
の
成
立
を
確
認
。 

〇
議
長
に
小
野
正
雄
氏
（
丸
田
）、
署
名
委
員
に 

宮
本
正
彦
氏
（
郵
便
局
長
）
と
小
野
明
花
さ
ん 

（
松
本
）、
議
事
録
書
記
に
松
沢
美
菜
海
さ
ん
（
地 

域
お
こ
し
協
力
隊
）
を
選
出
。 

〇
5
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
、
6
年
度
事

業
計
画
、
収
支
予
算
書
の
い
ず
れ
も
配
布
資
料
に

基
づ
く
報
告
内
容
ど
お
り
で
承
認
。 

〇
議
事
で
は
、
棚
田
の
具
体
的
な
活
用
案
一
件
が
提

案
さ
れ
、
検
討
項
目
と
採
用
す
る
こ
と
で
了
解
。 

〇
新
役
員
体
制
は
左
表
と
な
り
ま
す
。 

 

役
員
の
変
更
は
充
て
職
と
な
っ
て
い
る
津
房
地
区

区
長
会
の
交
替
に
伴
う
も
の
が
主
で
す
が
、
ふ
る

さ
と
振
興
部
会
に
つ
い
て
は
部
会
長
で
あ
っ
た 

津房小全児童による合唱 

護摩炊き神事 

津房地区の皆様へ 

まちづくり協議会の事務局は 
月・火・木の週三日開いています 

HP: https://tsubusa.com/ 
 

 

地区民の高齢化進展に伴い、これまでは集落単位や団体単位で行

ってきた生活環境の維持管理作業が年々難しくなり、特に、住民や

関係者が少ない割に管理対象面積が広い一部の集落や団体では、外

部からの加勢が切望される状況です。 

 そこで、当協議会では「小規模集落を応援する事業」をスタート

することとし、その具体化第一弾として下記３団体に対する年２回

の草刈り作業の応援隊派遣を計画しました。 

（ほかの集落でも人的余裕は少ないものの、今回の対象集落に較べ

ればまだマシかと思われます） 

「地区民の共助の精神」を発揮して行う今回の事業、多くの方のご

参加をお待ちします。 

【 対象団体・場所 】 

① 津房地区遺族会 ・・・津房地区戦没者共同墓地の園地 

② 大内集落 ・・・集落内の生活道路と外部との主要交通路 

③ 萱籠集落 ・・・  〃    〃 

【 作業実施日時・見込み作業時間 】 今回は 1回目です 

① ７月１３日（土） 7：00～ 約３時間 

② ７月２７日（土） 8：00～ 約４時間 

③ ８月 ４日（土） 8：00～ 約４時間 

【 集合場所など 】 

  ・応募頂いた方へ別途お知らせします。 

【 その他 】 

   ・各回とも作業保険を付保します 

  ・津房地域農地・水・環境保全活動組織の事業を活用し、規定に 

沿った作業手当をお支払いします。 

【 応募要領 】 

   ・上記の各作業実施日の１０日前までにご出役希望日を事務局員 

（岡 又は 井福）へ電話で連絡頂くか、地区公民館のポストに 

簡単なメモで投函下さるようお願いします。 

☎：０９７８－４８－２００１（地区公民館） 
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滝つぼ周りも大勢のひと 


